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埼玉県美里町における不耕作農地対策と観光農業の発展

深瀬浩三
東京学芸大学 社会科教育学研究室・特任講師

　本論文は，不耕作農地の増加を背景として，農業・農村を活性化するために導入された観光農業につ
いて，埼玉県美里町を事例に考察した。美里町では，1999年度から2003年度にかけて町や県の補助事
業を積極的に活用して，荒廃桑園などの不耕作農地を中心に，ブルーベリーやプルーン，ウメ，アンズ
約70haが植栽された。果実は主に観光農園や美里町農産物直売所により直接販売されるほか，農協に
よる市場出荷や業者への契約販売も行われている。ブルーベリーを中心に果実の販売は拡大している。
観光農園の多くは，経営主の定年退職をきっかけに開設され，60歳以上の2～3人の家族労働で経営さ
れている。美里町は東京大都市圏近郊に位置し，関越自動車道の花園インターチェンジと本庄児玉イン
ターチェンジに挟まれている直接的な好条件に恵まれるため，埼玉県内の市街地から家族連れが訪れた
り，東京を起点とした観光バスツアーの日帰り客が増加している。このように，美里町の観光農業は行
政主導によって基盤が整備され，ブルーベリー観光農園を中心に発展してきた。常連客や観光業者の存
在によって支えられている点に特徴がある。今後は再び不耕作農地が発生しないシステムを形成する
ことが課題である。
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Ⅰ　はじめに

近年，農地の不耕作化が深刻な問題となってい

る。農地は，いったん耕作を放棄すると数年で荒

廃し，それを耕作可能な状態に復旧するために

は，多大な投資と労力，時間を必要とする。1999

年7月に制定された食料・農業・農村基本法のも

とで，日本各地で不耕作農地1）の発生防止と解消

策が模索されている2）。

不耕作農地の形成要因については，都市近郊地

域では都市化や兼業化の進展による労働力不足

や耕作条件の悪化（森本，1991，1993；服部・山

路，1998，1999），山村地域では主たる農業従事者

の高齢化や引退による労働力不足や，地形的理由

による劣悪な土地条件などがあげられる（長島，

1996；高橋，2000；寺床，2009；高田，2007）。また，

収益性の高い農業生産が行われている農業地域で

も，労働力配分によって不耕作農地が形成された

り（森本，1991；川久保，1999a），大規模な土地開

発によって選択的に耕作が放棄される事例もある

（高田，2006）。

不耕作農地については，さまざまな分野から関

心を寄せられており，多くの研究の蓄積がある。

なかでも，不耕作農地の防止に関する地理学的研

究については，川久保（1999b）と多田（1996）は，
オレンジの輸入自由化以後のミカン産地を事例

に，高齢化した生産者の栽培放棄を最小限に抑え

るために，行政施策や省力的な栽培特性の品種導

入，ミカン栽培をやめる農家の農地流動化（売買・

貸借）が進められていることを明らかにした。ま

た，神田（2010a，2010b）は，高齢化と耕作放棄の
進む山村地域で，肉用牛繁殖農家による水田放牧

の導入や集落営農によって農地を維持しているこ

とを明らかにした。

一方，現存する不耕作農地の解消に関する研究

は緒についたばかりである。地理学でも例えば，

戚・松岡（2007）は広島県北広島町と岡山県玉野市，

笠岡湾干拓地におけるナタネ栽培を事例として，
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また，高柳ほか（2009）は兵庫県作用町における

ヒマワリ栽培といった景観形成作物の導入を事例

として，耕作放棄の防止・解消と観光客誘致，商

品開発の取り組みに着目している。そして，個人

レベルだけで不耕作農地を解消することは困難で

あり，行政と農地を所有している地域住民による

地域ぐるみの対応が重要であると指摘している。

農村計画学の研究では，九鬼・高橋（1999，2001）

は，都市近郊地域における不耕作農地が，農地以

外の目的に利用する場合よりも市民農園や農業体

験農園，景観作物への転換など農地として再利用

する場合が多かった事例を報告している。

このような従来の研究から，不耕作農地の発

生・解消には行政施策が大きな役割を果たしてい

る。今後の日本農業の存続を考えるうえで，農地

を有効に活用して耕作を放棄させない取り組みに

着目することに加えて，現存する耕作放棄の実態

を明らかにし，それを解消する取り組みに着目す

ることが今後の研究課題としてあげられる。

日本の農業と農村は，グローバル化の影響を著

しく受ける一方で，グローバル化とは相反する

ローカル化という現象も展開している。地産地消

や農業・農村振興といった地域の生き残り戦略が

これに該当する（後藤，2009）。農地の維持や耕作

放棄の防止・解消は，農業・農村振興における重

要な要素として扱われ始めている（森本，2003）。

そこで本研究は，埼玉県児玉郡美里町を対象とし

て，不耕作農地解消の一環として導入された観光

農業とその発展を明らかにすることを目的とし

た。東京大都市圏近郊に位置している観光資源の

乏しい農村地域で，ブルーベリーを中心とする果

実栽培の導入がもたらした効果とその課題を検討

した。本研究目的を達成するために，不耕作農地

の解消を図った美里町の行政施策と果実栽培を受

け入れ観光農園3）を行っている生産者の農業経営

について，2008年7月から8月にかけて現地調査

を行なった。

本稿は次のように構成されている。第Ⅱ章では，

美里町の不耕作農地の増加とその解消に向けた

観光果樹農園事業への取り組みを分析し，第Ⅲ章

では，ブルーベリーを中心とする果実の生産と販

売・流通，観光農園の経営と観光客の特徴を明ら

かにした。さいごに，第Ⅳ章では不耕作農地が再

び農地として活用され観光農業地域として発展し

た美里町の今後の課題について指摘する。

Ⅱ　美里町における観光農業の導入

１．研究対象地域の概要

埼玉県美里町は，東京都心より約80km，県北
西部に位置しており，町域の東部は深谷市，北

部・西部は本庄市，南部は寄居町と長瀞町にそれ

ぞれ隣接している（図1）。美里町は，東西方向に

5 .5km，南北方向に9kmの広がりをもち，面積
は33 .48km2である。地形的には南部の山間地と

中央以北の平坦地により構成されている。交通に

ついては，JR八高線が町域中央を東西方向に，ま
た，関越自動車道が南東から北西方向に横断して

いる。

美里町の近くに，関越自動車道の本庄児玉イン

ターチェンジと花園インターチェンジがあるた

め，町へのアクセスがしやすい立地条件にある。

また，北隣の本庄市には上越新幹線と JR高崎線
が平行して走り，群馬・新潟，長野県方面と東京

方面を結んでいる。

埼玉県美里町は日本有数のブルーベリー産地で

ある。日本におけるブルーベリーの生産は，1980

年代から米の生産調整などによる転換作目として

導入され増加したといわれている（玉田，2005）（図

2a）。1990年代には，眼に良いアントシアニンが
含まれるという健康果実として注目を浴び，日本

各地でブルーベリー生産が増加した（玉田，2008）

（図2b）。都市部でも農地を維持したり消費者と
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の交流を図るために，ブルーベリーが導入されて

いる（半澤ほか，2010）。ブルーベリーは，手収穫

のために多大な出荷労力がかかり，生実の扱いの

難しさから，市場流通よりも直売や観光農園など

を介して，生食として消費の割合が高い（石川，

1998）。ブルーベリー生産が多いのは関東地方と

長野県，新潟県である。埼玉県美里町は後から述

べるように，不耕作農地を解消するためにブルー

ベリーが導入された新興産地である。

２．農業の変遷と観光果樹農園事業の経緯

美里町における農業の衰退と，それにともなう

不耕作農地の増加の対策としてなされた行政主導

による観光果樹園事業の展開を検討する。

美里町の農家人口は1960年代から減少して，

1970年以降は兼業農家が地域農業を支えている

（図3a）。経営耕地面積をみると，田は1960年か
ら2005年にかけて微減傾向を示し，500ha前後で
ある。桑園は1960年から1970年代までは400ha
から500haであった（図3b）。農業粗生産額につ
いても，1970年代まで米・麦類・養蚕・畜産を中
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心に発展したことが分かる。美里町は県下有数の

養蚕地帯であったが，1970年代以降の繭価の低迷

によって衰退した（図3c）。養蚕に代わって野菜
類の粗生産額が1970年代に増加している。さら

に，米の生産調整や農家の高齢化と後継者不足な

どによって桑園は荒廃し，いわゆる不耕作農地が

増加した。また，農家の兼業化，基幹となる代替

農作物が見当たらなかったこと，市街地化が進展

しなかったため農地が都市的土地利用に転換され

なかったことも不耕作農地の形成を助長した。

このような状況に対して，美里町では1999年に

荒廃桑園などの不耕作農地を解消し，特産品づく

りなど農業・農村の活性化を図るために，美里町

地域農業振興実施計画を策定した。この事業計画

は，1999年度から2003年度までの5か年計画で約

100haの不耕作農地を，需要が期待できるブルー
ベリーやプルーン，アンズ，ウメの果樹園に転換

するというものであった。この事業を進めるにあ

たって，町や農業委員会，JA埼玉ひびきの，埼玉
県本庄農林業振興センター（農業改良普及所）な

どから構成される観光果樹園100町歩構想推進議

会が発足した。

美里町では，1999年から果樹園の造成を積極的

に目指す町内在住者または町内に農地を所有する

人たちに対して，町が無償で土壌改良および希望

する果樹の苗木提供とその植え込み作業を行なっ

た。また，桑などの抜根が必要な場合は町が無料

で抜根・整地し，2003年度以降の5年間，町が果

樹園の管理・運営を支援していた。美里町は埼

玉県の「育農の里づくり」や「緊急雇用対策事業」

などさまざまな補助事業を活用して，観光果樹

園100町歩構想の総事業費約1億3 ,520万円を投
じた。事業費のうち約6 ,280万円が桑などの抜根
費であることから，荒廃桑園を農地として復活さ

せるために多くの費用を要したことが分かる（図

3d）。
2004年3月末の5か年計画事業の終了時に

は，事業当初の目的であった約100haに達しな
かったが，約70haの不耕作農地を解消された。
約70haの植栽面積のうち，ブルーベリーが約
40ha，プルーンが約13ha，ウメが約17ha，アン
ズが約0 .1haである（図3d）4）。これらの苗木植
栽者は，埼玉県本庄農林業振興センターの指導の
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もとで，果実の栽培技術の習得に努めている。植

栽者の中には非農家も存在するため，果樹園の管

理作業を請け負うことを目的として，2001年に埼

玉県では初めて町と農協が共同出資した農業生産

法人（有）みのり（美里町が300万円，JA埼玉ひ
びきのが200万円，町民2名が10万円を出資）が

設立された。

このように，美里町では1999年から行政主導に

よる不耕作農地解の消策と観光農業の生産基盤が

確立された。町が無償で土壌改良や果樹の苗木提

供，果樹園の管理・運営の支援を行なってくれる

ため，果樹の植栽に306名と農業生産法人（有）み

のりが賛同した。

観光農業の生産基盤が整備されると，6月中旬

図3　美里町における農業の変化と観光果樹の植栽面積
（ 農林水産省：『世界農林業センサス』，『農業センサス』，農林水産省大臣官房統計部経営・構造統計課『生産農業
所得統計』，美里町役場美里町農林商工課資料より筆者作成）
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から9月上旬までの収穫時期に観光果樹園への集

客を図るために，広報活動が積極的に行われた。

当時の町長が，東京都にある観光業者の（株）は

とバスや（株）クラブツーリズム，埼玉県にある

（株）秩父鉄道観光バス，新聞，雑誌，ラジオ，テ

レビ（NHKなど）に働きかけて知名度の向上に
貢献した。また，美里町観光協会では，ブルーベ

リーなどの観光農園以外に集客の周年化を図るた

めに，3月下旬から4月上旬には山林のカタクリ，

不耕作農地をいかして4月下旬から5月下旬には

ポピー，10月初旬から中旬にはコスモスといった

景観作物をいかしたイベントの演出を行なうよう

になった。

Ⅲ　ブルーベリーを中心とした観光農業の特色

１．観光農園の生産支援・広報活動

美里町では5年間の果樹の植栽事業を経て，

2005年に本格的に果実の営利販売が開始された。

観光農園を中心とした果実の生産・販売を検討す

る。

事業実施当初の計画どおり，果樹の植栽後5年

間，観光農業が軌道にのるように，美里町役場農

林商工課と美里町観光協会を兼務する担当者Ａ氏

を中心に，生産・販売の管理と広報活動が行なわ

れている。図4は観光農業の1年間の主な生産・

販売の作業暦を示したものである。担当者Ａ氏は，

6月初旬に観光農園の経営者と会議を行ない，各
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農園の生産状況と販売計画を協議したり，観光農

園ガイドマップと郵便局のふるさと小包（郵パッ

ク）のチラシの作成と印刷の発注を行う5）。そし

て，7月初旬から中旬には，官公庁の観光関連機

関や観光業者へ観光農園ガイドマップなどをダイ

レクトメールで送ったり，関越自動車道のいくつ

かのサービスエリアに観光農園ガイドマップなど

を100部ずつ設置する。この頃から，美里町観光

協会で電話対応により観光農園の案内をしたり，

公平に客が観光農園に行けるように，観光農園経

営者が JA埼玉ひびきの美里町農産物直売所「万
葉の里」（以降，美里町農産物直売所と称す）の

入り口で，2交代制（8 :00から12 :00，12 :00から
16 :00）で開園中の観光農園の案内を行っている
（図5）。その他にも，美里町農産物直売所では，7

月末または8月上旬にブルーベリー祭を開催し，

販売の促進を図っている。

また，美里町観光協会は，観光業者と連携を

図って団体客の受け入れの窓口の役割を果たし

ている。観光業者の企画による8月限定のブルー

ベリー摘み取り体験は，群馬県富岡市にある群馬

サファリパークなどの観光施設へのツアーコー

スに組み込まれ，帰りに立ち寄る形態が一般的で

ある。美里町観光協会への聞き取りによると，ブ

ルーベリーの摘み取り時間は約30分間であり，バ

ス1台で30～40名の客が訪れる。団体客は東京

都在住者がほとんどである。団体客を受け入れる

農園については，全観光農園で協議し，受け入れ

人数を分担している。

2008年の団体客の受け入れ実績をみると，東

京都にある（株）クラブツーリズムが8月7・8・

10・14・16・17・23日の７日間で合計438名，は

とバスが8月18・19・20・21・22日の5日間で合

計149名，埼玉県にある（株）秩父鉄道観光バスが

8月9日で合計35名であった（図4，図6）。

果実の収穫時期が終わる9月中旬には，担当者

Ａ氏は観光農園の経営者と反省会を開き，秋から

冬にかけては埼玉県本庄農林業振興センターによ

る果実の栽培技術の研修会を催している。2008

年には他産地との差別化を図るために，担当者Ａ

氏の勧めで，全ての観光農園経営者は埼玉県から

エコファーマー認定を受けている。2009年には，

化学農薬や化学肥料の使用を減らし，環境保全型

農業をめざすために，準備の整った農園から順に

埼玉県特別栽培農産物の認証を受けている。担当

者Ａ氏の熱心な活動によって，観光農園の生産・

販売体制が確立された。

２．果実の出荷販売形態

図7は美里町における果実の販売経路と販売金

①ＪＡ埼玉ひびきの美里町農産物直売所入り口

　で経営者が交代で開園している農園を案内する。

②案内を受けた客が自家用車で観光農園を訪れ，

　果実の摘み取り体験を行なう。

図5　個人客の観光農園への案内
（2008年8月23日筆者撮影）
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額を示したものである。果実の出荷販売形態は，

観光農園や美里町農産物直売所における直接販売

を中心に，JA埼玉ひびきの美里町果実生産販売
組合による市場出荷，そして業者への契約販売に

区分される。

観光農園についてみると，ブルーベリーとプ

ルーンの場合，全観光農園の協議のもとで価格を

統一している。ブルーベリー観光農園の入園料（小

学生以上）は1人あたり300円で，摘み取り体験（持

ち帰り）料金は1kgあたり1,300円，取り置き販売
価格は1kgあたり2 ,000円である。プルーン観光
農園は，入園料（小学生以上）1人あたり300円，

摘み取り体験が1kgあたり700円である。少量し
か生産されていないウメやアンズについては，価

格設定を各農園経営者の判断に任せている。

観光農園全体の販売実績についてみると，ブ

ルーベリーやプルーン，ウメの販売金額はそれぞ

れ増加している（図7）。アンズについては栽培

技術が未熟なため，観光農園での販売は少量に留

まっている。とくに，ブルーベリーは2005年から

2007年にかけて出荷量が4 ,522kgから6 ,264kg，
販売金額が5 ,490 ,510円から10 ,163 ,218円に増
加している。

次に，美里町農産物直売所の販売実績につい

てみると，ブルーベリーの価格は200gパックが
400円，500gパックが1 ,000円に統一されており，
2005年から2007年にかけて出荷量が1 ,960kgか
ら3,450kg，販売金額が3,920,900円から6,901,200
円に増加している。その他，プルーンなどの果実

の販売金額も増加している。

果実生産販売組合による東京市場向けの市場販

売実績についてみると，ブルーベリーは2005年か

ら2007年にかけて出荷量956kgから2 ,807kg，販
売金額は1 ,736 ,000円から4 ,065 ,040円に増加し
ている。

その他，ブルーベリーの販売先としては，2006

①団体客を乗せたバスが受け入れの
　観光農園に立ち寄る。

②客が摘み取り料金を支払い、園内のブルーベリーの摘み取りを行なう。

③経営者と客との交流。④事前に摘み取られたブルーベリー

　や加工したジャムも販売される。

⑤約 30 分間の滞在を経て、客が
　東京へ帰る。

図6　ブルーベリー農園の団体客の受け入れ風景
（2008年8月23日筆者撮影）
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年から長野県などの加工業者へ販売したり，生産

者が仲買業者を通して周辺地域のスーパーマー

ケットやケーキ屋などへ契約販売を行なってい

る。また，地産地消の取り組みとして，2007年か

ら8戸のブルーベリー生産者の協力を得て，学校

給食用ジャムの原料を業者へ出荷し，美里町周辺

の多くの小中学校の給食に出されるようになっ

た。

ブルーベリーの販売戦略は，人口が少なく交通

の便が悪い都市からの遠隔地の場合では，ジャム

などの加工原料用もしくは市場出荷が中心とな

り，交通の便が良いが大都市からの遠隔地の場

合には宅配販売が中心といわれている（池ヶ谷，

1997，2004）。そうすると，東京大都市圏近郊に位

置している美里町は，観光農園経営や宅配販売を

中心に市場出荷にも好適である。美里町では多様

な販路を活用した販売戦略がとられている。

３．観光農園の経営と観光客

美里町では松久駅を中心に，2008年現在32の

観光農園が比較的集中して立地している（図1）。

美里町の観光果樹農園事業に参加して観光農園を

開設した農家の経営と観光客の特徴を，現地調査

の結果に基づいて検討してみたい。図8に示した

農園番号1の（有）みのりによる法人経営の観光

農園と，個人経営（農園番号2～32）の観光農園

がある。

農園番号1の（有）みのりでは，主な農業労働力

は2名（60歳代）である。代表者は，元埼玉ひび

きの農協で農業改良普及委員として営農指導し

てきた。聞き取り調査によると，他の果樹園の果

樹の定植や剪定作業のみならず，収穫や出荷，ブ

ルーベリーティなどの加工品の生産・販売に至る
観光農園 ＪＡ埼玉ひびきの美里町農産物直売所

（万円）
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図7　美里町における果実の販売経路と販売額
（美里町役場農林商工課・美里町観光協会資料より筆者作成）

図8　観光農園経営者の果樹栽培面積（2008年）
（美里町役場農林商工課・美里町観光協会資料より筆者作成）
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一連の作業を請け負っている。（有）みのりでは，

担い手不足の農家や非農家から果樹園を借りあ

げ，ブルーベリーの市場出荷や団体客を主に受け

入れる観光農園の経営を行っている（図6）。

次に，個人経営の観光農園（農園番号3，8，16，

18，23，30，31）で行われている経営の工夫を紹介

する。聞き取り調査によると，どの観光農園でも

経営主またはその親の世代が米と養蚕の農業経営

を行なったが，繭価の低迷に伴って1980年代まで

に養蚕をやめた。その後，高齢により桑園や畑地

を放棄した。1999年から美里町の観光果樹農園

事業が実施され，町が無償で土地改良と果実の苗

木を提供してくれたことをきっかけに，所有する

農地のほとんどを活用して観光農園の経営を志し

ている。2008年現在では，水田や畑は自家消費用

を目的に耕作し，観光農園を専門とした経営が行

われている。

農園番号3では，農業労働力は経営主（60歳）と

その配偶者（60歳）の2人である。経営主が55歳の

時に町の事業に参加し，定年退職を契機に観光農

園を開始した。ブルーベリーの販売は観光農園で

の摘み取り中心であるが，常連客向けの宅配販売

が増えている。また，現在栽培しているブルーベ

リーは晩生種であるので，今後は個人的に早生種

を増やして開園期間を延ばしたいと考えている。

農園番号8では，農業労働力は経営主（60歳代）

とその配偶者（60歳代），近隣に住む親戚夫婦（70

歳代）の4人である。経営主は定年退職後，町の

事業に参加し観光農園を開始した。経営の工夫に

ついては，客のために手作りで休憩所を2か所設

置したり，農園までの道路脇に手作りの看板や町

が配布してくれたのぼりを立てている。独学で栽

培技術を勉強して，現在では知人の植木屋から複

数の品種のブルーベリーの苗を入手している。

農園番号16では，農業労働力は経営主（83歳）

と近隣に住む経営主の娘たち（50歳代2名），近

隣に住む知人女性（50歳代）の4人である。町の

事業が始まる前の1990年代初頭に経営主の娘た

ちがブルーベリーを育てたいと言い，経営主がブ

ルーベリー栽培を開始した。その後，町の事業に

参加して観光農園経営を開始した。農園内にはラ

ベンダーなどの草花を育てており，客の要望に応

じて草花の摘み取り体験も行なっている。2008

年から客のためにプレハブ小屋の休憩所を設置

し，ブルーベリーのジュースやカキ氷などの販売

も行なっている。ブルーベリーの摘み取りは時

間がかかるため，摘取り時間に制限を設けておら

ず，経営主は客との交流を楽しんでいる。現在で

は，個人的にブルーベリーの苗を入手して開園期

間を延ばす努力を行なっている。

農園番号18では，農業労働力は経営主（77歳）

とその配偶者（75歳）の2人である。定年退職を

きっかけに観光農園を開始した。摘み取り体験を

行うほか美里町農産物直売所にブルーベリーを

出荷している。また，注文があれば宅配販売も行

なっている。2005年頃まではブロッコリーやネ

ギなどの野菜を市場出荷していたが，現在では観

光農園の経営のみ行っている。経営の工夫として，

農園が家付近にあるので，家の使っていない部屋

を客の休憩場所にしたり，家の敷地内のトイレを

使ってもらっている。

農園番号23では，農業労働力は経営主（60歳）

とその配偶者（60歳）とパートの女性（60歳代）

の3人である。摘み取り体験と加工品販売のみの

経営である。経営の工夫については，客が休憩で

きるベンチなどを設置したり，カキ氷などを販売

している。経営主の妻はフラワーデザイン教室の

先生をやっているため，園内にさまざまな草花や

野菜を栽培しており，客の要望に応じて摘み取り

体験も行なっている。駐車スペースの確保を今後

の課題としている。

農園番号30では，農業労働力は経営主（82歳）
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とその配偶者（87歳）と息子（60歳）の3人であ

る。農園番号31では，農業労働力は経営主（72歳）

とその配偶者（69歳）の2人である。両農園は摘

み取り体験も行なっているが，販売量でみると観

光農園経営よりも，ジャムなどの加工原料として

JAへ出荷するブルーベリーが多数を占める。
次に，図9は美里町の観光農園に訪れた個人客

の居住地と訪れるきっかけを示したものである。

客の居住地では埼玉県内が80％を占めている。

美里町観光協会や農園経営主への聞き取り調査に

よると，客は40代から50代の主婦グループが中

心で，次いで家族連れの割合が高い。また，観光

農園を訪れる個人客は，知人からの口コミや美里

町観光協会が配布している観光農園ガイドマップ

を情報源とする割合が高い。

このように，町の事業と経営主の定年退職を

きっかけに観光農園経営が開始された場合が多

い。2008年からエコファーマー認定を受けてい

るため，農作業の手間隙が高齢の体には大きな負

担であると答えた経営者もいたが，個々の観光農

園では，果実の生産のみならず，トイレや休憩所，

駐車場などの付帯設備を設置することにより，快

適な滞在のための工夫を凝らしている6）。また，

口コミや美里町観光協会の広報活動の効果，関越

自動車道へのアクセスに恵まれることが，観光農

園への集客を促している。

Ⅳ　�不耕作農地の解消と観光農業の課題�
－まとめにかえて－

本研究では，不耕作農地の解消と農業・農村活

性化を図るために，ブルーベリーを中心とした観

光農業を導入した埼玉県美里町の取り組みに着目

した。

美里町では，1970年代以降，基幹産業であった

養蚕の衰退などをきっかけに，桑園が荒廃して不

耕作農地が増加した。不耕作農地の解消という問

題を，個人・地域レベルで解決することは困難で

あり，行政からの補助事業が重要な役割を果たし

ている。また，不耕作農地を活用するために，観

光資源の少ない美里町では，ブルーベリーという

珍しい果実による観光農業の導入を図った。観光

農業が発展した要因としては，行政や農協の指導

のもとで観光農園の経営基盤を築きあげたこと，

東京大都市圏という大消費地に近接するととも

に，高速道路のインターチェンジによる交通アク

セスに恵まれていること，観光農園を中心としな

知人からの
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7％

観光農園主から

の開園案内　

8％

毎年来ているので

10％

美里町内
1％ 美里町以外の

児玉郡内の市町村

13％

大里郡内の市町

23％

埼玉県内の市町村
児玉郡・大里郡以外の

栃木県

43％

3％

群馬県
10％

東京都

4％

神奈川県
3％

b）個人客が観光農園を訪れるきっかけ　　　　　

　となる情報源

a）観光農園を訪れる観光客の居住地

注 1）2007 年観光客約 1,300 組（29 農園中，21 農園のデータ）

図9　観光業者による団体客以外で観光農園を訪
れる個人客の居住地と来訪するきっかけ

（ 美里町役場農林商工課・美里町観光協会が実施した調
査アンケートを筆者が集計して作成）
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がらもブルーベリー産地として多様な販路をいか

した経営が行われていることがあげられる。また，

個々の観光農園は自立的な経営を目指して経営の

努力がなされており，常連客や観光業者などの存

在によって支えられている。

このように，不耕作農地をいかした観光農業の

導入は，定年帰農者などの生産者の所得確保や営

農意欲の向上に貢献し，地域の経済効果をあげて

いる。しかし，不耕作農地を解消して観光農業を

導入・発展したとはいえ，今後の継続的な経営に

は担い手の確保が容易ではないという課題があ

る。美里町の観光農園経営者も含めた果実生産者

は高齢化しており，再び耕作を放棄する状況を生

み出さないシステムを形成するためにも，担い手

確保の対策と（有）みのりが果樹園の維持と観光

農業・産地の振興を図るリーダー的な役割を果た

していくことが期待される。
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注

１）本研究では森本（1991）の定義に従い，農業センサ
スの「調査日前1年間作付しなかった田および畑」と
「耕作放棄地」とを合わせたものを不耕作農地とする。
2）農林水産省の耕作放棄地解消事例集（http://www.

maff.go.jp/j/nousin/tikei/houkiti/h_jirei/index.html）
を参照されたい。
3）観光農業の典型である観光農園とは，都市と農村の
交流促進を目的に，農作物の収穫や農作業の一過程を
体験させるなどのレクリエーション利用を提供する

個別経営または法人経営の農園のことである（小谷，
1984；山崎，1996；辻原，2007；山本，2008）。観光農
園では，リンゴやイチゴ，ブドウ，サクランボ，ナシ
といった果実のもぎ取りが中心であるが，クリ拾いや
イモ掘り取り園（例えば，徳久，1977）もあてはまる。
その他にも，播種・育苗から収穫にいたる全過程を
楽しむ体験型農園も現れ，果実を中心に野菜や米，そ
ば，花きなど，対象も多様化している。また，契約料
を支払って栽培や収穫体験ができるオーナー制度も
展開されている。しかし，入園料を徴収しない農業公
園などは観光農園に含まれない（山崎，1996）。
4）美里町で植栽された苗木は，ブルーベリーが31 ,053
本，プルーンが4 ,128本，ウメが5 ,652本，アンズが
406本である。
5）美里町では，配布用の観光農園ガイドマップを毎年
2万部作成する。美里町観光協会 HP（http://www.
misato-kanko.com）にも同様の観光農園ガイドマッ
プが掲載されている。また，2005年から17戸のブ
ルーベリー生産者がふるさと小包（郵パック）の宅配
販売を開始しており，毎年関東一円の郵便局へチラ
シ44 ,000部を配布（制作費用24万円（うち町が11万
4 ,000円補助））している。
6）従来の研究でも，観光農園では常連客の確保のため
には，口コミや新聞，テレビ，ラジオなどによる広報
活動の継続，看板，売店・食事施設（レストランやバー
ベキュー施設など），駐車場，トイレや休憩所などの
付属施設の整備，いわゆる滞在時の快適性の確保が課
題であると報告されてきた。現在では，自治体などの
支援を受け，そうした課題が克服されつつある（網藤・
後，2000；尹，2000；小池，2002；辻・光定，2003；
浅井ほか，2007；鈴木ほか，2007；井口ほか，2008）。
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